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高齢者におけるスポーツ参加と社会的ネットワークとの関連：NEIGE study.  
第 79回日本体力医学会，滋賀県草津，2025年 9月． 
 

9. 井上 茂.  
歩数アップ，運動習慣確立のポイント【シンポジウム７：健康づくりのための身体活動・運動

ガイド 2023 を踏まえた身体活動・運動分野の推進】.  
第 84回日本公衆衛生学会総会, 静岡，2025年 10月. 
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10. 天笠志保，井上 茂. 
成人におけるスポーツ参加と社会的アウトカムに関する文献レビュー.  
第 84回日本公衆衛生学会総会，静岡，2025年 10月． 
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全国郵便番号界ウォーカビリティ指標と歩行時間の関連および人口分布に関する分析． 
第 84回日本公衆衛生学会総会，静岡，2025年 10月． 
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宮崎県健康増進計画評価支援事業に係る評価支援研修会, 2025年 9月 25 日（オンライン）． 
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17. 内海智博，吉池卓也，栗山健一． 
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18. 吉池卓也，栗山健一． 
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睡眠の質とは何か－睡眠の質の重要性とその評価法－． 
日本睡眠学会第 49回定期学術集会，広島，2025年 6月． 
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20. 河村 葵，栗山健一. 
更年期の睡眠問題とメンタルヘルス． 
日本睡眠学会第 49回定期学術集会，広島，2025年 6月． 
 

21. 髙橋恵理矢，吉池卓也，内海智博，河村 葵，長尾賢太朗，羽澄 恵，岡邨しのぶ，不破真衣，

松島 舜，南學正仁，木村綾乃，北村真吾，松井健太郎，栗山健一． 
睡眠休養感の欠如は慢性疾患の死亡リスクを増加させる． 
日本睡眠学会第 49回定期学術集会，広島，2025年 6月． 
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日本人における不溶性食物繊維摂取量と睡眠休養感の関連に及ぼす習慣飲酒，睡眠時間の影
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日本睡眠学会第 49回定期学術集会，広島，2025年 6月． 
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日本睡眠学会第 49回定期学術集会，広島，2025年 6月． 
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松島 舜，南學正仁，木村綾乃，北村真吾，松井健太郎，栗山健一． 
睡眠休養感の欠如は慢性疾患の死亡リスクを増加させる． 
日本睡眠学会第 49回定期学術集会，広島，2025年 6月． 
 

25. 内海智博，吉池卓也，栗山健一． 
精神科診療における Sleep Tech の応用． 
第 121回日本精神神経学会学術総会，神戸，2025年 6月． 
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睡眠休養感と医療費の関連． 
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不眠症状を有する地域高齢男性における睡眠時間の主観－客観乖離と総死亡リスクとの関連． 
第 84回日本公衆衛生学会総会，静岡，2025年 10月． 
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30. 栗山健一. 
国民の睡眠健康管理指針における交替制勤務従事者の睡眠管理上の課題． 
第 63回日本医療・病院管理学会学術総会，東京，2025年 10月． 
 

31. 栗山健一.  
国民の健康指針に準じた不眠症の予防・治療戦略. 
第 38回総合病院精神医学会（ランチョンセミナー），宇都宮，2025年 11月． 
 

32. 栗山健一.  
国民の睡眠健康向上指針に準じた高齢不眠の予防と治療． 
第 44回日本認知症学会学術集会（ランチョンセミナー），新潟，2025年 11月． 
 

33. 吉村典子，飯高世子，田中 栄. 
疫学研究からみたメタボとロコモの相互関係－The ROAD study－. 
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34. 飯高世子，村木重之，堀井千彬，種子島岳，岡 敬之，中村耕三，阿久根徹，田中 栄， 
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第 98回日本整形外科学会学術総会，東京，2025年 5月. 
 

35. 吉村典子. 
運動器疾患の疫学アップデート 地域住民コホート研究 ROAD より. 
第 62回日本リハビリテーション医学会学術集会，京都，2025年 6月. 
 

36. 飯高世子，中村耕三，阿久根徹，田中 栄，吉村典子. 
大腿四頭筋筋力と多部位における運動器疾患との関連性について The ROADstudy. 
第 62回リハビリテーション医学会，京都，2025年 6月. 
 

37. 吉村典子，飯高世子，田中 栄. 
地域住民コホートからみた運動器老化とその要因：ROADスタディより. 
第 43回日本骨代謝学会学術集会，熊本，2026年 7月. 
 

38. 吉村典子，中嶋香児，堀井千彬，飯高世子，大島 寧，田中 栄. 
脊椎椎体骨折と脳容積の関連：地域住民コホート ROAD スタディからみたオステオネットワ

ーク. 
第 43回日本骨代謝学会学術集会，熊本，2026年 7月. 
 

39. 飯高世子，村木重行，中村耕三，阿久根徹，田中 栄，吉村典子.  
運動器疾患と大腿四頭筋筋力の関連性－The ROAD Study－. 
第 36回日本運動器科学会，松江，2025年 7月. 
 

40. 飯高世子，種子島岳，堀井千彬，村木重之，岡 敬之，中村耕三，阿久根徹，田中 栄， 
吉村典子. 
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大腿四頭筋筋力と骨・関節・筋疾患の広範な関連性 The ROAD study. 
第 27回日本骨粗鬆症学会，幕張，2025年 9月. 
 

41. 吉村典子. 
フレイルとロコモの実態と予後：地域住民コホート ROADスタディより. 
第 84回日本公衆衛生学会総会，静岡，2025年 10月. 

 

３．報道・その他 

1. 栗山健一． 
 快適睡眠のための生活習慣. 
 すこやかファミリー 4月号（第 850号） pp.6-11. 
 

2. 栗山健一. 
 睡眠改善で健康づくり５．知らずに潜む睡眠の質を低下させる疾患. 
 地方公務員安全と健康フォーラム vol.130 pp.28-29, 2025年 4月号. 
 

3. 栗山健一. 
 睡眠力をアップしてイキイキ生活～「健康づくりのための睡眠ガイド 2023」より～． 
 東京の国保 No.680. 2025年 5月春号. 
 

4. 栗山健一. 
 変わる睡眠シニアの新常識. 
 聖教新聞（12 面） 2025年 6月 25 日 日刊. 
 

5. 栗山健一. 
 睡眠の質の高め方． 
 あんしん Life 日経 BP 2025年 7月 1 日. 
 

6. 栗山健一. 
 睡眠改善で健康づくり６．社会が取り組むべき睡眠健康向上対策. 
 地方公務員安全と健康フォーラム vol.131 pp.28-29, 2025年 8月号. 
 

7. 栗山健一． 
 最新データで導く快適睡眠への道！ 
 smile life 2025年秋号 pp.22-23. 株式会社法研. 
 

8. 栗山健一. 
 知っておきたい睡眠の役割と良い睡眠のコツ. 
 協会けんぽリーフレット 2025年 10月. 
 

9. 栗山健一. 
 会社における睡眠対策 BOOK. 
 協会けんぽリーフレット 2025年 10月. 
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10. 栗山健一. 
 「健康づくりのための睡眠ガイド 2023」に準じた労働者の睡眠対策． 
 睡眠改善研修 令和 7 年度セルフケア向上のためのメンタルヘルス研修．2025 年 10 月 2 日

（川崎市役所本庁舎） 
 

11. 栗山健一. 
 働く人と職場のための『睡眠学』～エンゲージメントとパフォーマンスを高める睡眠習慣～ 
 2025年度「健康講演」．2025年 10月 6 日（マツダ株式会社本社） 
 

12. 栗山健一. 
 働く人のための新しい睡眠習慣． 
 2025年度衛生週間 特別講演会．2025年 10月 27 日（JFEスチール千葉 見学センター） 
 

13. 栗山健一. 
 より良い眠りのためにあなたも睡眠力アップ！ 
 令和 7年度「きよせ健幸大学」 2025年 10月 23 日（清瀬市しあわせ未来センター） 
 

14. 栗山健一． 
 最新データで導く快適睡眠への道！ 
 Smile Life 西武健康保険組合 2025 Autumn pp.22-23. 
 

15. 栗山健一. 
 不眠症の概要． 
 不眠症に対する認知行動療法研修 厚生労働省 2026年 1月 15 日（NCNP） 
 

16. 栗山健一. 
 心と体を整える睡眠． 
 令和７年度 上水南公民館事業企画委員会企画 健康づくり講座 2026年 2月 25 日（小平市上

水南公民館） 
 

17. 栗山健一. 
 「良質な睡眠をとるコツを伝授します！ ～睡眠衛生指導のポイントを中心に～」． 
 2026 年春のすいみんの日市民公開講座 日本睡眠学会主催・日本精神神経学会，日本神経学

会，日本呼吸器学会，日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会，日本循環器学会，エーザイ株式会社共

催・日本睡眠健康推進機構後援 2026年 3月 15 日（ベルサール神保町） 
 

18. 栗山健一.  
 睡眠力をアップしてイキイキ生活～「健康づくりのための睡眠ガイド 2023」より～  
 講演会報告 東京都在宅保健師の会 会報 2026年 3月 1 日 第 24号 
 

19. 栗山健一． 
 教えてなぜ？なに？睡眠先生！ 
 FM 西東京 2026年 3月 7 日～4月 25 日放送（全 8回） 
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20. 栗山健一. 
 “睡眠の悩み. 
 NHKきょうの健康 2026年 3月 30 日～4月 2 日放送（第 1・2・4回） 
 

21. 栗山健一.  
 睡眠の悩み.  
 NHKテキスト きょうの健康 2026年 4月号 pp11-19,24-27 
 


